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1.  平成23年9月期第2四半期の連結業績（平成22年10月1日～平成23年3月31日） 

（注）22年９月期第２四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、希薄化効果を有する株式が存在しないため記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年9月期第2四半期 59,451 30.2 7,613 58.1 7,499 54.4 3,756 22.7
22年9月期第2四半期 45,657 △2.9 4,815 153.3 4,858 165.4 3,062 403.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年9月期第2四半期 5,794.35 5,793.47
22年9月期第2四半期 4,723.54 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年9月期第2四半期 96,854 36,120 33.7 50,306.90
22年9月期 83,723 33,464 36.0 46,511.86

（参考） 自己資本   23年9月期第2四半期  32,616百万円 22年9月期  30,155百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年9月期 ― 0.00 ― 2,200.00 2,200.00
23年9月期 ― 0.00
23年9月期 

（予想）
― 2,700.00 2,700.00

3.  平成23年9月期の連結業績予想（平成22年10月1日～平成23年9月30日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 110,000 13.8 11,000 17.8 10,800 17.1 6,000 9.2 9,254.36



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社グループで判断したものであり、リスクや不確定な要素等の要因が含まれており、実際
の成果や業績等は記載の見通しとは異なる可能性がございます。なお、上記業績予想に関する事項は、４ページ 「１.当四半期の連結業績等に関する定
性的情報 (3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年9月期2Q 648,353株 22年9月期  648,343株
② 期末自己株式数 23年9月期2Q  ―株 22年9月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年9月期2Q 648,343株 22年9月期2Q 648,343株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

平成22年度の国内のインターネットビジネス市場は約12兆円まで拡大しており、平成23年度には

約13兆円、平成27年度には約18兆円に達するものと見込まれております（注１）。また、平成22年

のインターネット広告市場は7,747億円となり、テレビ広告に次ぐ第２の広告媒体となるまで成長し

ております（注２）。今後のインターネットビジネスはブログやSNS（ソーシャルネットワーキング

サービス）など近年新しく台頭したサービスを基盤とし、急速に普及するスマートフォンの関連サ

ービスやソーシャルゲームを中心としたモバイルコンテンツ事業などの分野が拡大していくものと

予想され、ソーシャルゲーム市場につきましては、平成21年度の338億円から平成22年度には747億

円、平成23年度には1,171億円まで拡大するものと予測されております（注３）。 

このような環境のもと、当社グループは高収益なビジネスモデルを目指す中、注力事業である

Amebaを中心としたインターネットメディアのサービス拡充、インターネット広告代理事業による営

業力強化及び生産性向上に努めるとともに、急成長が見込まれるソーシャルゲームやスマートフォ

ン向けサービスの拡充にも取り組んでまいりました。 

この結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間における売上高は59,451百万円（前年同期

間45,657百万円、30.2％増加）、営業利益は7,613百万円（前年同期間4,815百万円、58.1％増加）、

経常利益は7,499百万円（前年同期間4,858百万円、54.4％増加）、四半期純利益は3,756百万円（前

年同期間3,062百万円、22.7％増加）となりました。 

出所 （注１）㈱野村総合研究所 （注２）㈱電通 （注３）㈱矢野経済研究所 

 

 セグメント別の業績は次のとおりであります。 

 なお、第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計

基準第17号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

 文章中の各事業のセグメントの売上高及び営業損益の対前年同期間比は、本基準等を適用した場

合の金額に基づき算出しております。 

 

①Ameba関連事業 

 Ameba関連事業には、Ameba、アメーバピグ、プーペガール等が属しております。 

 Amebaの平成23年３月のPV数は223.9億PV（前年同月144.3億PV、79.6億PV増加）となり、会員数は

1,475万人（前年同月835万人、640万人増加）と大幅に増加しました。 

 当事業におきましては、アメーバピグ等の課金及び広告収入が拡大したため、売上高は8,962百万

円（前年同期間4,629百万円、93.6％増加）、営業損益は2,608百万円の利益計上（前年同期間940百

万円の利益計上、177.2％増加）となりました。 

  

②メディア関連事業 

 メディア関連事業には、㈱ジークレストや㈱CyberX、㈱サムザップ等のグループ各社におけるソ

ーシャルゲーム事業、㈱シーエー・モバイルグループを中心としたモバイル関連事業、㈱ECナビに

おける価格比較サイト等が属しております。 

 当事業におきましては、ソーシャルゲーム事業の拡大等により、売上高は18,575百万円（前年同

期間16,304百万円、13.9％増加）、営業損益は1,832百万円の利益計上（前年同期間989百万円の利

益計上、85.2％増加）となりました。 

  

③インターネット広告代理事業 

 インターネット広告代理事業には、当社のインターネット広告事業本部を中心とした広告代理事

業やSEM（検索エンジンマーケティング）事業等が属しております。 

 当事業におきましては、生産性の向上に努めながら顧客ニーズに沿った提案を行い、広告需要を

着実に取り込んでまいりました。この結果、売上高は32,201百万円（前年同期間23,660百万円、

㈱サイバーエージェント(4751)　平成23年９月期　第２四半期決算短信

2



 

36.1％増加）、営業損益は2,006百万円の利益計上（前年同期間1,065百万円の利益計上、88.2％増

加）となりました。 

  

④FX事業 

 FX事業には、㈱サイバーエージェントFXにおける外国為替証拠金取引が属しております。 

 当事業におきましては、口座開設数や預り資産は堅調に増加したものの、平成22年８月より施行

されたレバレッジ規制の影響により、売上高は3,280百万円（前年同期間3,663百万円、10.5％減

少）、営業損益は1,177百万円の利益計上（前年同期間2,059百万円の利益計上、42.8％減少）とな

りました。 

  

⑤投資育成事業 

 投資育成事業には当社のコーポレートベンチャーキャピタル事業、㈱サイバーエージェント・ベ

ンチャーズにおけるファンド運営等が属しており、キャピタルゲインを目的とした国内及び中国、

ベトナムをはじめとするアジア圏の有望なベンチャー企業の発掘・育成・価値創造等を行っており

ます。 

 当事業におきましては、保有株式の売却等により、売上高は187百万円（前年同期間210百万円、

10.8％減少）、営業損益は10百万円の損失計上（前年同期間240百万円の損失計上）となりました。 

  

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

（財政状態） 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は96,854百万円（前連結会計年度比13,131百万円の

増加）となりました。これは、主にFX事業における預り資産残高の順調な増加に伴い、外国為替取

引顧客預託金が増加したことによるものであります。 

 負債は60,733百万円（前連結会計年度比10,474百万円の増加）となりました。これは、主にFX事

業において外国為替取引顧客預り証拠金が増加したことによるものであります。 

 純資産は36,120百万円（前連結会計年度比2,656百万円の増加）となりました。これは、主に堅調

な営業活動の成果として利益剰余金が増加したことによるものであります。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結

会計年度末と比べて783百万円減少し、19,350百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりで

あります。 

① 営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは3,353百万円の増加（前年同期間3,661百万円の増加）とな

りました。これは、主に利益の計上及び法人税等の支払によるものであります。 

② 投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フローは2,455百万円の減少（前年同期間7,111百万円の減少）とな

りました。これは、主に固定資産の取得によるものであります。 

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フローは1,684百万円の減少（前年同期間52百万円の減少）となりま

した。これは、主に配当金の支払いによるものであります。 
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(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年11月４日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。 

  

２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理） 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変

化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定し

ております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る減価償却費の

額を期間按分して算定しております。 

 

（特有の会計処理） 

該当事項はありません。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 

平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ20百万円減少、税

金等調整前四半期純利益は131百万円減少しております。また、当会計基準適用開始による資

産除去債務の変動額は276百万円であります。  
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 21,838 21,428

受取手形及び売掛金 13,915 12,531

たな卸資産 252 231

営業投資有価証券 2,672 2,216

外国為替取引顧客預託金 30,684 22,924

外国為替取引顧客差金 5,911 8,370

その他 9,383 4,639

貸倒引当金 △64 △71

流動資産合計 84,594 72,272

固定資産   

有形固定資産 2,031 1,673

無形固定資産   

のれん 2,158 2,308

その他 2,822 2,623

無形固定資産合計 4,981 4,932

投資その他の資産   

その他 5,333 4,938

貸倒引当金 △85 △93

投資その他の資産合計 5,247 4,845

固定資産合計 12,260 11,451

資産合計 96,854 83,723

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,950 7,632

短期借入金 220 220

外国為替取引顧客預り証拠金 35,920 30,782

未払法人税等 2,764 3,141

ポイント引当金 445 445

その他 9,469 7,174

流動負債合計 57,770 49,396

固定負債   

社債 400 500

長期借入金 2,083 309

資産除去債務 299 －

その他 180 52

固定負債合計 2,963 862

負債合計 60,733 50,259
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,772 6,771

資本剰余金 5,107 5,106

利益剰余金 20,704 18,374

株主資本合計 32,585 30,252

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 157 24

為替換算調整勘定 △126 △121

評価・換算差額等合計 31 △96

新株予約権 45 27

少数株主持分 3,458 3,281

純資産合計 36,120 33,464

負債純資産合計 96,854 83,723
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 45,657 59,451

売上原価 28,890 37,596

売上総利益 16,767 21,854

販売費及び一般管理費 11,951 14,240

営業利益 4,815 7,613

営業外収益   

受取利息 26 16

持分法による投資利益 30 －

雇用奨励金 － 13

その他 47 39

営業外収益合計 104 68

営業外費用   

支払利息 16 23

持分法による投資損失 － 71

消費税等調整額 32 56

その他 13 31

営業外費用合計 62 183

経常利益 4,858 7,499

特別利益   

投資有価証券売却益 － 197

関係会社株式売却益 447 －

その他 7 47

特別利益合計 454 245

特別損失   

固定資産除却損 102 114

投資有価証券評価損 133 －

減損損失 66 324

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 110

関係会社株式売却損 149 －

震災関連費用 － 144

その他 209 72

特別損失合計 661 766

税金等調整前四半期純利益 4,651 6,977

法人税、住民税及び事業税 1,802 2,708

法人税等調整額 △294 347

法人税等合計 1,507 3,055

少数株主損益調整前四半期純利益 － 3,922

少数株主利益 81 165

四半期純利益 3,062 3,756
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 4,651 6,977

減価償却費 893 1,063

のれん償却額 151 155

減損損失 66 324

貸倒引当金の増減額（△は減少） 39 △1

受取利息 △26 △16

支払利息 16 23

為替差損益（△は益） 69 △4

固定資産除却損 102 114

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 110

震災関連費用 － 144

投資有価証券売却損益（△は益） － △197

投資有価証券評価損益（△は益） 143 －

持分法による投資損益（△は益） △30 71

関係会社株式売却損益（△は益） △297 －

売上債権の増減額（△は増加） △2,363 △1,393

たな卸資産の増減額（△は増加） △96 △20

営業投資有価証券の増減額（△は増加） 261 △485

仕入債務の増減額（△は減少） 1,729 1,321

未払金の増減額（△は減少） 321 504

未払消費税等の増減額（△は減少） 3 3

その他 △1,287 △2,250

小計 4,347 6,444

利息及び配当金の受取額 28 17

利息の支払額 △13 △25

法人税等の支払額 △701 △3,082

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,661 3,353

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △801 △1,055

定期預金の払戻による収入 331 350

有形固定資産の取得による支出 △678 △639

無形固定資産の取得による支出 △1,131 △1,161

投資有価証券の取得による支出 △63 △70

投資有価証券の売却による収入 1 236

関係会社株式の取得による支出 △2,523 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出

△2,373 －

敷金及び保証金の差入による支出 △355 △155

敷金及び保証金の回収による収入 799 114

貸付けによる支出 △411 －

貸付金の回収による収入 221 －

その他 △128 △75

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,111 △2,455
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 70 －

長期借入れによる収入 1,100 3,300

長期借入金の返済による支出 △362 △456

社債の償還による支出 △100 △100

配当金の支払額 △651 △1,426

少数株主への配当金の支払額 △105 △121

自己株式取得目的の金銭の信託の設定による支出 － △3,002

その他 △2 121

財務活動によるキャッシュ・フロー △52 △1,684

現金及び現金同等物に係る換算差額 95 3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,407 △783

現金及び現金同等物の期首残高 17,982 20,134

現金及び現金同等物の四半期末残高 14,575 19,350
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年10月１日 至 平成22年３月31日） 

該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年10月１日 至 平成23年３月31日） 

該当事項はありません。 

  

 

(5) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年10月１日 至 平成22年３月31日） 

 
Ameba関連 

(百万円) 

メディア関
連 

(百万円)

インターネ
ット広告代

理 

(百万円)

投資育成

(百万円)

計 

(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 

(百万円)

売上高    

(1)外部顧客に対する売
上高 

3,363 18,892 23,194 210 45,661 (3) 45,657

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高 

1,265 1,191 397 － 2,855 (2,855) －

計 4,629 20,083 23,592 210 48,516 (2,859) 45,657

営業利益又は営業損失
（△） 

940 3,086 1,028 △240 4,815 0 4,815

(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分の内容 

(1) Ameba関連事業 

Ameba、アメーバピグ、プーペガール、MicroAd、クチコミ事業等 

(2) メディア関連事業 

PC及びモバイルメディアの運営、オンラインゲーム事業、外国為替証拠金取引事業、EC事業等 

(3) インターネット広告代理事業 

広告代理事業、SEM（検索エンジンマーケティング）事業、アドネットワーク事業、SEO等 

(4) 投資育成事業 

コーポレートベンチャーキャピタルによる投資、ファンド運営等 

  

 

【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年10月１日 至 平成22年３月31日） 

本邦の売上高の金額は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90%超であるため、所在地別セグ

メントの記載を省略しております。 

 

【海外売上高】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年10月１日 至 平成22年３月31日） 

連結売上高の10%未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 
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【セグメント情報】 

１ 報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

 当社は、商品・サービス別の事業本部及び子会社を置き、各事業本部及び子会社は、サービスの向

上と売上及び利益の拡大を目指し、国内外で事業活動を展開しております。 

 したがって、当社は、事業本部及び子会社を基礎としたサービス別のセグメントから構成されてお

り、「Ameba関連事業」、「メディア関連事業」、「インターネット広告代理事業」、「FX事業」、

「投資育成事業」の５つを報告セグメントとしております。 

 なお、各セグメントに属するサービスの内容は、以下のとおりであります。 

報告セグメント 属するサービスの内容 

Ameba関連事業 Ameba、アメーバピグ、プーペガール等 

メディア関連事業 ソーシャルゲーム事業、PC及びモバイルメディアの運営、EC事業等 

インターネット広告代理事業 
広告代理事業、SEM（検索エンジンマーケティング）事業、SEO（検索エンジ

ン最適化）事業等 

FX事業 外国為替証拠金取引 

投資育成事業 コーポレートベンチャーキャピタル事業、ファンド運営等 

 

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自  平成22年10月１日  至  平成23年３月31日） 

（単位：百万円） 

報告セグメント 

 

Ameba関連 メディア関連
インターネッ

ト広告代理
FX 投資育成 計 

調整額 

四半期連結

損益計算書

計上額 

売上高    

外部顧客への売上高 6,689 18,007 31,287 3,280 187 59,451 － 59,451

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
2,272 568 914 － 0 3,755 △3,755 －

計 8,962 18,575 32,201 3,280 187 63,207 △3,755 59,451

セグメント利益又は

損失（△） 
2,608 1,832 2,006 1,177 △10 7,613 － 7,613
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３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自  平成22年10月１日  至  平成23年３月31日） 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

該当事項はありません。 

（のれんの金額の重要な変動） 

該当事項はありません。 

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第

17号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

 なお、本基準等を前第２四半期連結累計期間に適用した場合の報告セグメントごとの売上高及

び利益又は損失の金額に関する情報は以下のとおりとなります。 

 
前第２四半期連結累計期間（自  平成21年10月１日  至  平成22年３月31日） 

（単位：百万円） 

報告セグメント 

 

Ameba関連 メディア関連
インターネッ

ト広告代理
FX 投資育成 計 

調整額 

四半期連結

損益計算書

計上額 

売上高    

外部顧客への売上高 3,363 15,088 23,334 3,663 210 45,661 △3 45,657

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
1,265 1,216 325 － － 2,807 △2,807 －

計 4,629 16,304 23,660 3,663 210 48,468 △2,810 45,657

セグメント利益又は

損失（△） 
940 989 1,065 2,059 △240 4,815 － 4,815

  

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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